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中学 「英語」4 時間（LL・TT 各 1 時間を含む） 
高１ 「コミュニケーション英語 I」3 時間＋ 
「英語表現 I」2 時間 （TT1＋LL1） 
高２ 「コミュニケーション英語 II」4 時間 
（TT 1 時間を含む） 
高３ 「コミュニケーション英語 III」3 時間（選択） 



















2.1 中学 1 年生 (70 期) 担当：阪田卓洋 
2.1.1 はじめに（基礎期のスタート） 












らは耳で理解していることがわかる（Can you~? Do 











































先述したように筆者が担当する 3 時間のうち，2 時





られる。ALT との TT でも，ときには input 中心の授






2.1.3 1 学期 
2.1.3.1 授業内容 












2. What’s this? What’s that? (教室内の物を使って) 
3. How are you? I’m fine. (様々な形容詞を使って) 
4. サザエさん一家の紹介（He is ~. / She is ~.） 
5. 他己紹介 
6. 一日の生活（一般動詞，現在形の導入） 
7. 友達の生活紹介（3 単現の導入） 




















思い，ここで 1 時間使って，Murphy (2015)を用いな














上記以外にも Steven J. Molinsky & Bill Bliss (2001)




 1 学期のパフォーマンステストは “My Favorite 




This is my baseball bat. This is very light and 
popular. I use this every day. I use this for 3 months. 
This is easy to use. This is very very nice. This is my 
7th baseball bat and this is the best baseball bat for 
me. I like this baseball bat and I love baseball. 
Baseball is fun. So, let’s play baseball! Thank you. 
(65 語) H.N. 
 
彼は塾に通っておらず，授業での成果が見やすい。こ








さ，の 3 点にした。まずは形から評価してもらった。 
 
2.1.4. 2 学期 
2.1.4.1 授業内容 
 夏休みの課題として『NHK 基礎英語 I』 8 月号を
課した。英語に触れさせ続けることが目的だったが，
思わぬ副産物として『創作ストーリーコンテスト』と














師賞』1 人，『佳作』2 人が選ばれた（応募総数 1848
作品から『大賞』1 作品，『番組講師賞』1 作品，『パ
ートナー賞』2 作品，『佳作』30 作品が選ばれる）。『番




 2 学期の授業では，1 学期を踏まえて 2 つ授業スタ
イルを変えた。 
















 この活動は 3 年生まで続け，毎回誰かしらスピ
ーチをする場面を作り続けたいと思う。 























4. Mr. Bean 視聴（過去進行形） 
5. 映画に誘ってフラれる（依頼の can） 















グが重なったため，写真を用いて “What are these 






Bean の動画を視聴し，見終わった後に “What was 






 このほかにも教科書の Lesson 7 “Sports for 





















 Hello! Please look at this picture. In this picture, I 
－ 88 －
 am playing soccer. Three years ago, I went to Chiba 
with my teammates. We took part in a soccer 
tournament there. The tournament lasted for three 
days. My uniform number was ten. I scored many 
goals in the tournament, but I sprained my ankle on 
the second day. Because of that, I couldn’t play 
soccer. I regretted it so much. Finally, my team won 
the tournament. I sprained, but I was very happy 
because my team won. Thank you for listening. (91




















































2 年生に向けて，さらに多量な input を与えながら
も，その中の一部分を徹底的に暗唱させるなど，intake
の時間も大事にしたい。週 3 時間の中で input  




Murphy, R. (2015) Essential Grammar in Use (4th 
ed.). Cambridge: Cambridge University 
Molinsky, J.S. & Bliss, B. (2001) SIDE by SIDE (3rd 
ed.). NY: Pearson Education 
Heyer, S. (1998) Very Easy True Stories. NY: 
Pearson Education. 
伊藤健三編 (1976) 『入門時の指導』. 東京: 研究社 
根岸雅史 (2017) 『テストが導く英語教育改革「無責
任なテストへの処方箋」』. 東京: 三省堂 
 
2.1.7 LL 教室での授業 担当：多尾奈央子 
 中学１年生の授業科目「英語」の週４時間のうち、
１時間を視聴覚機器が常設されているＬＬ教室で行っ
































とが大事であることを体感できたようだ。   
 
 
2.2 中学 2 年生（70 期） 担当：須田智之 
2.2.1 はじめに 
 筆者は本校の現高校 3 年生（66 期生）の中学英語の
授業担当者であったので、現在、中学校 3 年間の指導


























(1)教科書中心の授業（週 2 時間） 




学習者向けの英字新聞 ST(The Japan Times)からの
記事、2 学期末には NHK ラジオ講座『基礎英語 3』




ジョンである Zen Zen Zense、映画化されたミュージ
カル Beauty and the Beast の主題歌 Beauty and the 
Beast、今年惜しまれつつも解散してしまったアイド
ルグループ SMAP 最大のヒット曲の「世界に一つだけ
の花」の英語カバー版の The Only Flower in the 
World、Queen の I was born to love you、2 学期には
Journey の Don’t Stop Believin’、Open Arms、再び
Queen の We will rock you、Bicycle Race、U2 の
Where the streets have no name などを取り上げた。 
 
(2)LL 教室での授業（週１時間） 

















































(3)ミュージカル映画など Authentic な教材 
 長期休暇の課題として、夏休みには Billy Elliot 
(Scholastic Readers, Level 1)、冬休みには Apollo 13 










 今年度、これまでに扱った 2 つの作品について述べ














































2.3 中学 3 年生（69 期） 担当：多尾奈央子 

































































三省堂 New Crown English series Ⅲ 
数研出版『5-STAGE 英文法完成 BOOK 3』 
自主教材（プリント） 
・ＬＬ授業 
Oxford University Press：Developing Tactics For 
Listening 
・ＴＴ授業 
正進社『Talk and Talk 3』 




 長期休業中は課題として文法書以外に reader 書籍






































ントは、Speak slowly, loudly, and clearly. および Eye 


















































































active vocabulary と passive vocabulary をかなり明
確に意識して作っている。 
たとえば、2 学期に映画 Stand By Me を扱った時に








(1) They acted as if I didn’t exist. 
(2) I wish I was your dad. 












・春の詩：Pippa’s Song  
・言語の歴史 (English and Many Cultures より) 
・Beowulf (BEOWULF より) 
・Methane Hydrate (UnicornⅠより) 
 
【2 学期】 
・Mimi-nashi-Hoichi (Kwaidan より) 
・Stand By Me & The Body  
・El Sistema (UnicornⅠより) 
・Why Are We Sleepy? (UnicornⅠより) 
・The House That Jack Built (Mother Goose より) 
・冬の詩：The Night Before Christmas   
 








2. 教師がその単元の新出単語を 20 個発音していく。 
 同時に板書する。 















McConnell, Joan. 1996. English and Many 
Cultures. 東京：成美堂. 
Hearn, Lafcadio. 1957. Kwaidan. 東京：成美堂.  
Spence, Victoria ed. 2002. Beowulf. Genoa: Black 
－ 94 －
 Cat Publishing. 




2.5 高校 1 年生 (68 期）英語表現Ｉ  
担当：山田忠弘 
2.5.1 はじめに 
 英語表現Ⅰ（２単位）は、LL 授業と TT 授業（各
週１）から成り、前者が Listening、後者が Speaking
の内容となっている。中学校の時と同じく、LL は LL
教室、TT は ALT との Team Teaching で行われる。 
 
2.5.2 LL 授業  
授業時間の半分で Developing / Expanding Tactics 








題含む）を 40 点分に換算した。 
 


































Developing Tactics for Listening （ Oxford 
University Press） 






Solutions (2009)（CENGAGE Learning） 
 
 






2.6.1 (3 単位分) 担当：髙橋深美 

































L.1  Through the Eyes of Imagination 











1 学期後半は A.A. Milne の Winnie-the-Pooh 











2.6.1.3 2 学期 
夏休みには Oxford Bookworm ５の Wuthering 
Heights の通読を課題にした。原文は長編であるが、





L.8  Global Water Issues 









L.2 はニューオーリンズで初めて Integrated 
School となった小学校に通う Ruby Bridges の話で
あり、この登校風景は Norman Rockwell の絵で大変
有名である。授業では教科書とともに、The Story of 
Ruby Bridges (絵本) の一部を教材として使用した。 








































2.6.2（1 単位分 TT 授業） 担当：須田智之 
2.6.2.1 はじめに 
高校 2 年生(67 期生)のコミュニケーション英語Ⅱ(4






筆者は、2015 年度以降、3 年連続でこの TT のクラ
スで即興型英語ディベートを活動の中心に据えて授業









































まず、生徒は座席ごとのブロックで 6 人 1 班とし、
その中で肯定側 3 人、否定側 3 人の 2 チームを作る。





1 学期には下記の 4 つの論題を実施した。 
 
・A robot dog is better than a real dog. 
・Homework should be banned. 
・ We should make it mandatory for elderly 
citizens to return their driver’s license. 




















デリバリーに際しては Georgia Tech の入学式のスピ
ーチを参考にさせて頂いている。 
 




・The assassination of dictators should be justified. 
・We should abolish beauty contest. 
・Idols (pop stars) should be prohibited from 
having romantic relationships. 
・Homework should be banned. 
・Students should be allowed to work on their own 
materials during class. 
・Having a boyfriend or girlfriend is a waste of 




























2.6.2.4 3 学期の授業 
3 学期は入試などもあり授業の回数が極端に少ない
為、授業計画にも工夫が必要である。例年、英語ディ
ベートの他、英語俳句等の Creative Writing に取り組






Dian and the Gorillas   Norma Shapiro   
Oxford Dominoes 3 
Gorillas in the Mist    Dian Fossey  
Weidenfeld  and Nicolson 
Gorillas in the Mist (DVD)   Warner Home Video 
Wuthering Heights      Emily Bronte     
Oxford Bookworm 5 
    同                Penguin Classics 
Winnie-the-Pooh    A. A. Milne      Puffin Books 
The Diary of a Young Girl  The Definitive Edition  
Puffin Books 
同  Audiobook   Unabridged 
Anne Frank   (DVD)   
ブエナビスタホームエンターテイメント  
The Diary of Anne Frank (DVD)   
20C Fox Home Entertainment 
 
 
2.7 高校 3 年生 (66 期) コミュニケーション英語Ⅲ 
担当：八宮孝夫 
2.7.1 はじめに 
 昨年度、65 期高 3 のコミュニケーション英語Ⅲ（以
下、Com 英語Ⅲ）を担当し、今年度は再び 66 期高 3
の Com 英語Ⅲを担当することになった。65 期は担任




1 では The Declaration of Independence、高 2 ではリ
ンカンの The Gettysburg Address を扱い、その 2 つ
を踏まえて、高3ではキング牧師の “I Have a Dream” 
speech で 3 年間のまとめとする、という流れであった。




























以下の 3 つに分けるようにした。 
 
2.7.2.1 400 語から 900 語程度の英文を精読する 
 指示代名詞や名詞構文で示された内容、文章全体の
構造など考えて文意をとる。過去の入試問題、Science
や Nature の Editorial や The Economist, The New 




 かつて東大の教養課程のテクストであった The 
Universe of English, The Universe of English II, 
The Expanding Universe of English II などの英文や
短編など、注釈を頼りに概要をつかみ内容を味わう










 例えば、上記の The Nightly Battle: Bacteria vs. 
Egg を読ませた後、“What is Bacteria?” というリス
ニングを行ったり、その次には The Nightly Battle と
同じ著者による “Bed Companions” という文章を読
ませたりした。関連付けることで、多少長い文章でも
挑戦しやすくなるのではないかと思う。 
Com 英語Ⅱまでは、Oral Introduction をし、ある
程度新語の導入をしたり、概要をつかませてから英文
を読ませたのだが、今回は independent reader とし
て、自らが初見の英文を理解させる力をつけなければ
ならない。そのための心得として以下のことを強調し
た：（詳細は『駒場論集 56 集』の高 3（65 期）を参照） 












という形式である。2.3 に属するものは 50 分間フルに
読ませ、次の時間に理解度を確認した場合もある。 
「はじめに」にも書いたように、The Declaration of 
Independence、The Gettysburg Address という 2 つ
の教材を 1学期に扱ったことが昨年との大きな違いで
ある。これらの文章を扱う場合、やはり歴史的な背景




 1）The Declaration of Independence  
You-tube の A Reading of the Declaration of 









者のジェファーソンについても mini Bio: Thomas 
Jefferson という you-tube のビデオを使用し、まず穴
埋めのリスニング、その後文字で確認し読解を行った。






1 で扱うよりも高 3 のほうが理解は格段に良いと感じ
た。 
2) The Gettysburg Address 
こちらは、昨年まで放送していた NHK『攻略！英




・What caused the Civil War? (Virginia Historical 
Society) 
・Lincoln – Life and Death (watchMojo.com) 
これらにより、リンカンと南北戦争の背景知識は与
えることができる。演説については『アメリカ精神の
英語』（筑摩書房）中の Gettysburg Address の注釈な
どを参考にしてプリントを作成した。演説中のレトリ
ッ ク な ど に つ い て は Lincoln at Gettysburg 
(Touchstone) が詳しい。実際の演説のモデルとしては
以下の動画を活用： 
・A. Lincoln Gettysburg speech (Jeff Daniels) 
・A. Lincoln Gettysburg Address from the movie 
“Saving Lincoln” 
・A. Lincoln – The Gettysburg Address (mini. Bio) 
 





Edwin Reischauer という 1960 年代の駐米大使につ
いては、昨年は 1 学期に扱ったのだが、今年度は「独
立宣言」などのために時間が足らず、2 学期に行った。
また、 “Why do we laugh?” という教材は  The 





もう 1 つ、4 回ほどに分けて扱ったのはキング牧師 
の “I Have a Dream” speech である。この実践につ
いては、『駒場論集 56 集』で述べたので、ここでは「独
立宣言」とリンカンの演説に関連についてのみ触れて
おく。まず、冒頭近くで “Five score years ago, a great 
American, in whose symbolic shadow we stand 
today, signed the Emancipation Proclamation.” と
続ける。この “Five score” はリンカンの “Four score 
and seven years ago” というゲティスバーグ演説の
冒頭を踏まえているのである。1 学期に既習のため、
生徒はすぐにリンカンとの関係に思い至り、five 
score(=20) →100、1963 年の 100 年前→1863 年、奴
隷解放宣言発布となり a great American と
Emancipation Proclamation の関係も一瞬にして了
解するのである。また、「独立宣言」との関連では演説
の 4 分後くらいに “all men, yes, black men as well 
as white men, would be guaranteed the unalienable 
rights of Life, Liberty and the Pursuit of Happiness”
という一節が登場し、I have a dream の畳みかけの始
まる後半に “I have a dream that one day this 
nation will rise up, live out the true meaning of its 
creed: we hold these truths to be self-evident that 








の夢』、The Autobiography of Martin Luther King Jr. 
また、若林俊輔氏による音声解説（『現代英語教育』
1995 年 10 月号）がある。最近では『I Have a Dream 
－ 100 －
 生声で聴け！世界を変えたキング牧師のスピーチ』も





・Martin Luther King Jr. (mini Bio) 
 






“Some people may think that all of Declaration of 
Independence was written by Thomas Jefferson but 
actually it was slightly changed by Benjamin 
Franklin and John Adams.  You may know 
Jefferson and Franklin well but do you know John 
Adams?  He was the first vice president and the 
second President of the United States.  He had 
progressive ideas that he opposed to slavery and 
wanted to protect human rights of women too.” 
                                   (3-3, K) 
  “The Gettysburg Address is one of the shortest yet 
most famous speeches throughout American history.  
In the opening paragraph, Lincoln reminds 
listeners of the creation of the United States and 
that its government was based on the idea of liberty.  
In the second paragraph, Lincoln noted that the 
Civil War was testing whether the US could be able 
to survive [sustain?] its liberty and equality.  In the 
last paragraph, Lincoln claimed that the war must 
be continued in order to justify the deaths of 
soldiers.”                             (3-1, S) 
  2 学期の Edwin O. Reischauer に関して、60 年代
の日米の関係と 2017 年で類似点・相違点を述べよと
いう課題の例は以下のとおりである： 
 “I find the feelings of Americans about Japan is 
the same.  They take it for granted that Japan is 
on ally of America and make light of it.  For 
example, they place their bases of army in Okinawa 
and even try to construct an airport on the ground 
that Japan has no means of defending itself (which 
actually was forced by Western countries).  They go 
so far as to demand that Japan give money for 
keeping these bases. 
  On the other hand [In contrast?], the attitude of 
Japanese people toward America has completely 
changed.  Unlike in the 1960s, people in Japan 
now feel they’re largely [mostly] independent of 
America and regard it as equal to japan in terms of 
economic and social status.  Also, they scarcely 
become furious about America nor find themselves 
less important.   
  Mr. Reischauer was trying to take the initiative of 
leading Japanese and Americans to look on each 
other as equal partners, and for me, it at least 
succeeded in changing Japanese attitudes.” 















のいずれかを、2 学期は “I Have a Dream” speech を









 “I’m going to talk about the performance test.  
When you said that we had to learn the famous 
speech by heart, I was so worried whether I could do 
that.  However, when I read it aloud many times, it 
seemed to me that the English sentences were 
flowing in my brain.  It was really a special feeling, 
－ 101 －
 since I had never had an experience like that.  
When I stood up on the stage and performed it in 
front of the classmates, the same thing happened.  
It became an impressive experience for me, as I 
became so nervous in sight of many people that I 
always failed in performing. 
  I appreciate for your giving the opportunity to 
have such an experience.”    (3-4, H) 



















“I think the classes of English are one of the most 
important things for me as an experience in this 
school.   
  There are various English teachers and none of 
them teach us as another does.  I could get so 
many experiences, knowledge, sometimes I could 
laugh.  What I have gotten is so precious, so when I 
go on to university, I want to try to study English or 
another language by using these experiences.  










Bodanis, David (2003) Bed Companions (The Secret 
House,  Berkeley 所収) 
Carson, Clayborne (1999) The Autobiography of 
Martin Luther King Jr.,  Abacus 
伊藤サム (2017)『高校生からがはじめる「現代英語」』 
(月刊のラジオテキスト) NHK 出版 
Opie, Peter and Iona (1963) The Puffin Book of 
Nursery Rhymes,  Puffin/Penguin 
Reischauer, Edwin O. (1986) My Life between 





高橋作太朗 (1994) 『アメリカ精神の英語』 筑摩書房 
東京大学教養学部英語教室編 (1993) The Universe of 
English  東京大学出版会 
東京大学教養学部英語教室編 (1998) The Universe of 
English II  東京大学出版会 
東京大学教養学部英語教室編 (2000) The Expanding 
Universe of English II  東京大学出版会 
筑波大学駒場論集 56 集 (2017) 




ための英語教科書』 IBC パブリッシング 
若林俊輔「スピーチ I Have a Dream の魅力」（『現代
英語教育』(研究社)1995 年 10 月号所収） 


























（森友学園）② 安倍首相が関与したという疑惑   
① 首相夫人が名誉校長 ② 国有地を安く払い下げ 
① 小学校を建設予定 
（加計学園）② 安倍首相が関与したという疑惑   
① 経営者が総理の友人 ② 新規獣医学科の設置希望 
① 政府の認可が欲しい 
（例２）If you could publish a book on any topic, 
what would you write about?  Give your book a 
title, and briefly describe what you would write 
about. （60～80 語） 
採点（20 点満点）上の内容点は以下のようにした。 
②本のタイトル ②タイトルの簡単な説明、言い換
え   

























1. Steve Jobs (commencement address) 
2. Barack Obama (inauguration speech) 
3. David Cameron (resignation speech) 











 2 学期には毎回授業冒頭に “The Last Message” と






 My favorite instant noodles 
 When to drop by Starbucks Coffee 
 Ikebukuro 52 (Japanese idol group) 
 Vegetation Transition  





















 This book contains some mistakes, even so, it is 
very useful. 
 Food was abundant, on the other hand water 




い得ることを例文で明示しており (It rained, (but) 















識である）。そこで Advanced Grammar in Use 
(Cambridge University Press)を参照した。この文法
書は “Connecting ideas in a sentence and between 
sentences” (Unit 87)という項目があり，接続詞と「つ
なぎ語」をわかりやすく解説している点で有益である。 
 さて，授業の終盤には英字新聞（New York Times, 
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3. 課題研究における取り組み 






3.2  高校２年生（67期）課題研究  担当：八宮孝夫 










第 1 回 5/27 (3,4 時限) オリエンテーション 
第 2 回  6/10 (3,4 時限) Science Dialogue 講師   
[ Dr. John Martin: 人間医工学] 
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 第 3 回 6/24 (1-4 時限) 1,2 時限ゼミ、 
3,4 時限 S.D. 講師 [Dr. Paul Harvey: システム研究] 
(7/10(3,4 時限) Negotiation 入門講座) 
第 4 回   9/09 (3,4 時限 ) Science Dialogue 講師 
[Benjamin OVADIA 博士 (Mr.) 薬学] 
第 5 回 10/15 (3,4 時限)  
自分のテーマを決め、発表準備開始 
第 6 回 11/12 (2-4 時限)  2 時限ゼミ、 
3,4 時限 English Room 講師 presentation coaching 
       (12/19(2-4 時限)  
Presentation final practice (with English Room teachers) 
第 7 回  1/14 (3,4 時限) 各自研究のプレゼン 1（ゼミ
ナール・オープン） 
第 8 回 1/28 (3,4 時限) 各自研究のプレゼン 2 （まと
め） 
(3/18(3,4 時限) Negotiation 発展講座) 
  現在、第 6 回が終了したところで、この回は、3 人
























＜*は SSH 関係＞ 
(1) *台湾台中市立高級第一中学訪問 























たため、「国際交流デー」と設定し、高 1・高 2 で特別
時間割を組み、高 3 は自宅学習扱いで、文字通り学校






















     タイ生徒と交流する生徒たち 
 
4.2.3 台湾台中市立高級第一中学訪問 
今年度は交流が始まって 9 回目。高 1 生徒 7 名、高 
2 生徒 9 名、引率教員 3 名、という形で訪問をした。
例年通り、事前に後述する Vierheller 夫妻からプレゼ
ン指導を受けた。本校からのプレゼン 8 本、台中一中













































English Room Teachers と会話する生徒 
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